
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
化
粧
ほ
ど
に 

勤
務
の
長
さ
を 

肌
で
知
り
）
（
腹
の
虫 

口
か
ら
出
れ
ば 

胡
麻
を
す
り)

 

（
妻
が
居
ぬ 

な
ん
で
こ
ん
な
に 

落
ち
着
く
か
）
（
ス
ッ
ピ
ン
で 

会
釈
さ
れ
て
も 

誰
だ
っ
け
？
）

最
初
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る

新
潟
水
俣
病
を
視
聴
。
講

師
か
ら
は
、
新
潟
水
俣
と

は
何
か
、
救
済
を
求
め
た

被
害
者
の
活
動
、
差
別
偏

見
を
恐
れ
て
の｢
水
俣
か

く
し｣

等
の
説
明
が
さ

れ
、
公
害
犠
牲
者
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
大
切

さ
が
述
べ
ら
れ
た
。
終
わ

り
に
一
度
壊
れ
た
健
康
・

(1)第725号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2011年9月11日

長
岡
地
区
労
福
協
は
、

連
合
中
越
、
労
働
金
庫
、

総
合
生
協
で
構
成
し
て
い

る
団
体
で
、
毎
年
こ
の
時

期
に
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。第

１
部｢

労
働
・
教
養

講
座｣

は
矢
島
会
長(

連
合

中
越
議
長)

あ
い
さ
つ
で

開
会
し
た
。

講
演｢

新
潟
水
俣
病
か

ら
い
の
ち
の
大
切
さ
を
考

え
る｣

に
つ
い
て
笠
原
道

義
氏(

新
潟
県
福
祉
保
健

部
生
活
衛
生
課
・
新
潟
県

立
環
境
と
人
間
の
ふ
れ
あ

い
館
副
参
事)

か
ら
50
分

間
の
講
義
を
受
講
。

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

連
合
中
越
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
救
援
米
実
行
委
員

会
は
９
月
１
日(

木)

18

時

30
分
か
ら
稲
刈
り
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

今
井
副
実
行
委
員
長
挨

拶
に
続
き
協
議
の
結
果
、

稲

刈

り

は

９

月

19

日

(

祝
・
月)

午
前
９
時

30

分
に
高
島
町
田
ん
ぼ
に
集

合
と
な
っ
た
。
ぜ
ひ
、
子

供
も
大
人
も
大
勢
集
ま
っ

て
ほ
し
い
。

く
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
は
、
総
合
生
協
吉

田
中
越
支
局
長
の
一
本
で

締
め
、
出
口
抽
選
会
も
賑

や
か
に
行
わ
れ
、
講
座
は

成
功
裏
に
終
了
し
た
。

各
支
部
か
ら
は
、
６
月

以
降
の
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
受
付
状

況
や
総
会
開
催
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ

チ
ラ
シ
配
布
計
画
、
豪
雨

災
害
に
よ
る
事
業
中
止
や

延
期
等
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
閉

鎖
後
の
支
部
事
務
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
課
題
提
起

が
な
さ
れ
、
検
討
事
項
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｒ
を
挟
ん
で
各
テ
ー
ブ

ル
で
和
や
か
に
懇
親
と
交

流
を
深
め
た
。

後
半
も
演
奏
者
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
場
内
か
ら
絶
え
間
な

連
合
中
越
第
６
回
支
部

代
表
者
会
議
が
９
月
３
日

(

土)

10
時
か
ら
長
岡
市

勤
労
会
館
で
開
か
れ
た
。

矢
島
議
長
か
ら
は｢

震

災
・
水
害
対
応
が
多
か
っ

た
が
地
域
に
顔
の
見
え
る

運
動
が
で
き
た
か
ど
う

か
。
野
田
政
権
に
変
わ
っ

た
が
今
度
こ
そ
と
思
い
た

い
。
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー

と
し
て
戦
略
的
パ
ス
を
出

せ
る
か
否
か
と
引
用
し
て

い
た
が
、
我
々
に
も
言
え

る
こ
と
だ｣

等
と
挨
拶
。

事
務
局
か
ら
①
定
期
総

会
ま
で
の
機
関
会
議
日
程

②
各
支
部
年
度
末
決
算
③

次
年
度
支
部
交
付
金
等
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

差
別
・
偏
見
・
誤
解
の
観

点
か
ら
、
生
命
の
尊
重
が

強
調
さ
れ
た
。

第
２
部
は
文
化
講
座
。

深
田
夫
妻
に
よ
る
Ｄ
Ｕ

Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
・

Ｅ
Ｆ(

え
ふ)

の
ウ
ェ
ル
カ

ム
演
奏
で
軽
や
か
に
ス

タ
ー
ト
。
生
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
の
交
流
は
年
に
一

度
の
恒
例
事
業
。
演
奏
に

耳
を
傾
け
、
疲
れ
た
心
を

癒
や
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
だ
。
時
間
も
程
よ
く
労

働
金
庫
中
村
長
岡
支
店
長

が
乾
杯
。
労
金
・
生
協
の
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定 価 １部１０円

長
岡
地
区
労
福
協
と
連
合
中
越
主
催
の｢

長
岡
地

区
労
福
協
懇
親
交
流
会
・
第

20
回
連
合
中
越
労

働
・
教
養
・
文
化
講
座
」
が
９
月
２
日(

金)

18
時

か
ら
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

長岡地区労福協懇親交流会

第20回連合中越｢労働・教養・文化講｣
135名が集い｢新潟水俣病から命の大切さを考える｣講演とピアノ・ジャズ演奏

先
日
、
Ｊ
Ｐ
労
組
魚
沼
支
部

定
期
大
会
に
、
連
合
中
越
の
来

賓
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
長
年
支
部
の
運

動
を
引
っ
張
っ
て
き
た
支
部
長

が
退
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
慰
労
パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
会

後
に
あ
り
ま
し
た
▼
大
会
論
議

で
は
、
議
長
が
意
見
を
求
め
た

の
で
す
が
、
あ
ま
り
手
が
上
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
営
業
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

な
ど
、
現
場
で
悩
ん
で
い
る
組

合
員
の
声
が
い
く
つ
か
上
が
り

ま
し
た
▼
そ
の
論
議
の
後
半

で
、
年
配
の
組
合
員
の
方
が
、

青
年
部
の
時
か
ら
頑
張
っ
て
き

た
支
部
長
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
、

今
あ
る
権
利
は
多
く
の
先
輩
の

努
力
で
あ
り
、
仲
間
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
発
言

を
し
ま
し
た
。
私
は
少
し
目
頭

が
熱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
も
歳
を
と
っ
た
も
の
だ

と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
▼

以
前
は
組
合
活
動
を
通
じ
、
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
職
場
の
こ

と
、
政
治
の
こ
と
、
そ
し
て
個

人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
な

ど
を
語
り
合
っ
た
も
の
で
す
。

最
近
は
そ
う
し
た
機
会
が
減
っ

て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
然
運

動
も
少
な
く
な
り
、
大
会
論
議

も
形
式
的
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
▼

朝
７
時
40
分
の
電
車
で
あ
わ
て

て
六
日
町
に
向
か
い
、
帰
り
は

夜
９
時
33
分
の
小
千
谷
発
の
電

車
と
な
り
ま
し
た
。
あ
あ
俺
っ

て
ば
か
だ
な
ぁ
ー
と
思
い
な
が

ら
、
翌
日
の
仕
事
の
疲
労
感
で

後
悔
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
人
間

の
顔
が
見
え
る
労
働
組
合
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

≪№54≫

   東蔵王２ 副議長

金内 孝永

連
合
中
越
地
協

第
６
回
支
部
代
表
者
会
議
を
開
催

年
度
末
決
算
対
応
・
総
会
ま
で
の
活
動
等
審
議

連
合
中
越
Ａ
・
Ａ
救
援
米

実
行
委
員
会
を
開
催

第64回連合中越地協委員会

日時 9月22日(木)18:30～

(ミニ講演 18:00～)
会場 長岡市勤労会館
議題 第63回地協委員会後の

活動報告と当面の活動

柿川に親しむ会

第3回実行委員会
日時 9月27日(火)18:30～
会場 ながおか市民センター
議題 ｢15回目柿川に親しむ

会｣当日の任務分担等
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
肩
こ
っ
た

子
供
の
せ
な
か

親
た
た
く
）
（
若
い
う
ち

買
っ
た
苦
労
が

自
己
破
産
）
（
飲
み
込
ん
だ

言
葉
多
く
て

胃
が
痛
い
）
（
お
ご
り
だ
と

思
っ
た
昨
日
の

領
収
書)

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

連合十日町支部だより 連合南魚沼支部だより

８月６日に豪雨

災害ボランティア

に５人で参加しま

した。

私 た ち の 仕 事

は、被災した家か

らの物品の運び出

しでした。

運び出された物品は、汚れて使えなくなってし

まった物も多く、それを軽トラックに載せて何度

もクリーンセンターに運びました。

当日、ボランティアセンターには約４０人の参

加者が集まりましたが、要請に対してはまだまだ

人手不足だということでした。

力足らずでは

ありましたが、

「ボランティア

を 要 請 し て 良

かった」と言わ

れたことが幸い

でした。被災地

の復旧を願いま

す。

南魚沼支部です。今回は、７月２８日に開

催しましたボウリング大会の様子をご報告し

たいと思います。

集中豪雨により、開催自体が危ぶまれまし

たが、各単組のご協力もあり、なんとか開催

することが出来ました。

状況が状況だけに若干、盛り上がりに欠け

てしまいましたが、豪雨けの対応など、各職

種間で報告できた等、有意義な交流となりま

した。９月にも同様に大会を予定しておりま

すので、今回の分も含め、盛り上がりたいと

思います。


